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各課紹介 販売課農産係

後列左から……………………………………………
◆目々澤係　◆福貞係　◆岡林係

前列左から……………………………………………
◆浦地係　◆小原課長　◆村山課長代理

　農産係では、農産部門と青果部門の
２つに分かれており、農産部門では主
に小麦や蕎麦の受入・乾燥・出庫、販
売などを担当しています。青果部門で
は主にメロンや加工馬鈴薯などの受
入・出荷・販売などを担当しています。
そのほかにも、てん菜や大豆、澱源馬
鈴薯、食用馬鈴薯、玉ねぎ、南瓜など
様々な農産物を取り扱っております。
　町内にも多くの農産物が販売されて
おりますので、店頭や飲食店等で見か
けた際にはぜひご賞味くださいます様
宜しくお願い致します。　　

私たちJA摩周湖農協は
地域の暮らしに寄り添い、支え

笑顔のためみなさまを応援します！
これからもよろしくお願い致します！

仕事内容

組
合
員
懇
談
会

Ａ
コ
ー
プ

福
引
抽
選
会

　

摩
周
湖
農

協
三
階
研
修

室
に
て
組
合

員
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、

令
和
元
年
度

決
算
見
込
み

や
農
畜
産
情

勢
な
ど
の
各

種
事
業
の
進

捗
状
況
等
に

つ
い
て
説
明

さ
れ
、
意
見

交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

摩
周
湖
農
協
二
階
特
設
会
場
に
て
、
Ｊ
Ａ
摩
周

湖
女
性
部
協
力
の
も
と
、
当
Ａ
コ
ー
プ
の
商
品
券

が
当
た
る
福
引
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
残
念

賞
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
菓
子
か
現
金
十
円
が
景
品
と
し

て
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

倖
和
園
に
入
居
す
る
方
に
向

け
、
摩
周
そ
ば
生
産
組
合
よ
り

年
越
し
そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

入
居
者
の
み
な
さ
ん
が
打
ち

た
て
の
摩
周
そ
ば
に
舌
鼓
を
う

ち
ま
し
た
。

そば生産組合　年越しそば打ち

12/19
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釧
路
地
区
農
協
常
務
・
参
事
会
と
根
室
管
内
農
協
参
事

会
が
合
同
で
主
催
し
た
海
外
農
業
視
察
研
修
に
つ
い
て
、

世
界
一
の
酪
農
産
品
の
競
争
力
を
有
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
出
向
き
、
酪
農
事
情
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
今

後
の
根
釧
酪
農
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
視

察
研
修
が
実
施
さ
れ
た
の
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
一
行
16
名
）

　
11
月
２
日
よ
り
11
月
９
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
前
後
２
日
間
は
移
動
で
あ
り
視
察
は
正

味
４
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

2020
常参会

海
外
視
察
研
修
in
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

視
察
・
報
告
者
：
参
事
　
阿
部
　
高
秋

期間
11/２
～９

　
視
察
第
１
日
目
（
11
／
４
）

【
視
察
場
所
】�

リ
ン
カ
ー
ン
大
学
（
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
市
近
郊
）

【
説
明
者
】�

ラ
チ
ー
ル
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
氏
（
リ
ン
カ

ー
ン
大
学　
博
士
号
・
動
物
科
学
講
師
）

　

南
半
球
に
所
在
す
る
最
古
の
農
業
学
校
で
あ
り
、
農
学
、

畜
産
学
、
園
芸
学
の
世
界
的
な
研
究
機
関
で
あ
る
。
大
学

内
は
４
つ
の
部
門
に
て
研
究
・
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

農
業
、
畜
産
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産
業
に
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
、
農
業
学
校
と
し
て
の
建
学
の
歴
史
か
ら
土

や
種
子
、
肥
料
や
家
畜
伝
染
病
の
研
究
の
ほ
か
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
は
約
４
，
５
０
０
人
で
、

学
生
数
の
半
数
は
留
学
生
と
海
外
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
。

農
場
と
畑
に
囲
ま
れ
た
酪
農
地
帯
に
位
置
す
る
。

　

シ
ェ
ア
ミ
ル
キ
ン
グ
制
度
と
は
、
農
場
オ
ー
ナ
ー
と
牛

の
管
理
者
（
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
）
で
、
農
場
の
利
益
を
一

定
の
割
合
で
按
分
す
る
制
度
で
、
農
場
所
有
者
と
牛
の
所

有
者
が
分
か
れ
て
い
る
。
農
場
オ
ー
ナ
ー
は
、
シ
ェ
ア
ミ

ル
カ
ー
と
契
約
し
、
搾
乳
等
の
牛
群
管
理
を
任
せ
、
自
身

は
土
地
や
設
備
等
を
管
理
す
る
。
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
は
銀

行
で
融
資
を
受
け
な
が
ら
牛
群
を
導
入
し
、
管
理
す
る
。

初
め
は
少
な
い
牛
群
、
少
な
い
利
益
配
分
（
オ
ー
ナ
ー
６

対
ミ
ル
カ
ー
４
な
ど
）
で
ス
タ
ー
ト
し
、
段
々
と
利
益
配

分
を
５
対
５
ま
で
上
げ
、

最
終
的
に
ミ
ル
カ
ー
は

得
た
利
益
で
農
場
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
独
立
を
目

指
す
と
い
う
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｚ
は
、
世
界
の
生

乳
生
産
の
３
％
を
占
め

て
お
り
、
世
界
の
８
番

目
の
乳
製
品
生
産
国
で

あ
り
、
２
０
１
８
年
６

月
に
は
、
輸
出
額
は
約

１
６
６
億
６
６
７
０
万

Ｎ
Ｚ
ド
ル
に
達
し
、
乳

製
品
の
国
際
取
引
の
３

分
の
１
を
占
め
る
主
要

な
乳
製
品
輸
出
国
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｚ
の
95
％
の
乳
製

品
は
輸
出
向
け
に
生
産
さ
れ
、
２
０
１
８
年
６
月
で
の
ト

ッ
プ
５
の
輸
出
国
は
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ

リ
カ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に
次
い
で
日
本
と
な
っ
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｚ
の
酪
農
産
業
シ
ス
テ
ム
は
、
放
牧
飼
養
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
牧
草
の
成
長
の
度
合
い
に
よ
っ
て

生
乳
生
産
量
に
変
動
が
あ
る
。
Ｎ
Ｚ
で
の
６
月
、
７
月
の

冬
季
は
牧
草
の
生
育
停
滞
に
よ
り
生
乳
生
産
量
が
低
下
す

る
。
Ｎ
Ｚ
の
放
牧
酪
農
の
長
所
は
、
牧
草
が
良
好
に
育
つ

こ
と
に
あ
る
。

　

Ｎ
Ｚ
酪
農
は
、
政
府
か
ら
の
援
助
金
を
受
け
て
い
な
い
。

自
分
自
身
で
農
場
経
営
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

牧
草
の
利
用
が
最
も
低
コ
ス
ト
生
産
を
行
う
た
め
の
基
本

に
な
る
。
酪
農
家
へ
の
乳
代
の
支
払
い
は
、
液
体
の
生
乳

生
産
量
で
は
な
く
、
海
外
へ
の
輸
出
が
多
い
こ
と
か
ら
生

乳
１
キ
ロ
当
た
り
の
乳
脂
肪
と
乳
タ
ン
パ
ク
と
の
乳
固
形

分
量
（
Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ　
ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
ｓ
）
で
清
算
さ
れ
る
。

　

Ｎ
Ｚ
酪
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
は
、
１
キ
ロ
当
た
り
の
乳

固
形
分
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
コ
ス
ト
が
決
め
手
に
な
る
の

リンカーン大学にてNZ酪農事情について説明を受ける視察団

全長350ｍの灌漑施設

搾乳のためパーラーに入る乳牛
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搾
乳
牛
６
８
０
頭
、
１
回
の
搾
乳
は
２
時
間
半
で
搾
る

こ
と
が
で
き
、
年
間
に
約
２
６
０
，
０
０
０
キ
ロ
の
乳
固

形
分
を
産
出
し
て
い
る
。
搾
乳
に
か
か
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
は
、
１
日
２
回
搾

乳
（
５
時
、
15
時
）、
ク
リ
ス
マ
ス
後
、
２
日
で
３
回
搾

乳
（
５
時
、
18
時
、
10
時
半
）
と
な
っ
て
い
る
。
牧
草
は

ラ
イ
グ
ラ
ス
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
等
。
更
新
は
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
ご
と
に
毎
年
行
っ
て
お
り
、
外
か
ら
の
配
合
飼

料
を
出
来
る
だ
け
低
く
抑
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

牧
草
主
体
な
の
で
、
冬
期
お
よ
び
夏
枯
れ
の
時
期
に
サ
イ

レ
ー
ジ
等
を
使
用
す
る
。
ウ
イ
ン
氏
（
牧
場
主
）
と
奥

様
（
経
理
担
当
）
に
加
え
３
名
の
常
勤
で
運
営
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｚ
の
典
型
的
な
家
族
型
経
営
で
あ
る
。

　

当
牧
場
で
は
「
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
」
と
「
キ
ウ
イ
ク
ロ

ス
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
丘
陵
地
が
多
い
の
で
牛

が
大
き
く
な
る

と
負
担
が
増
加

し
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
後
に

つ
け
る
種
牛
は
、

フ
リ
ー
ジ
ャ
ン

の
割
合
が
強
い

牛
に
は
キ
ウ
イ

ク
ロ
ス
、
キ
ウ

イ
ク
ロ
ス
の
割

合
が
強
い
牛
に

は
フ
リ
ー
ジ

ャ
ン
を
つ
け
る
。

Ｎ
Ｚ
で
は
い
か

に
乳
固
形
分
の

値
を
上
げ
て
い

で
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
、
技
術
に
経
費
を
使
う
よ
り
も

牧
草
の
品
質
を
い
か
に
高
め
て
生
産
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｚ
の
乳
牛
は
、
一
頭
当
り
の
年
間
乳
量
は
約
５
，

０
０
０
㎏
で
あ
る
。
体
型
は
４
７
５
～
５
０
０
㎏
／
頭
と

小
柄
で
あ
る
。
放
牧
さ
れ
る
乳
牛
は
、
３
．
０
～
３
．
５

頭
／
ha
で
飼
養
さ
れ
、
灌
漑
を
引
い
て
い
る
牧
草
地
は
、

年
間
14
～
18
ｔ
／
ha
の
乾
物
収
量
と
な
っ
て
い
る
。
冬
季

は
牧
草
の
伸
び
が
低
下
す
る
た
め
、
生
乳
生
産
量
が
減
少

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
70
％
以
上
は
牧
草
で
育
て
た
い
考

え
が
あ
る
。
今
の
時
期
は
11
月
で
牧
草
の
生
育
が
良
く
な

っ
て
い
る
が
、
い
か
に
牧
草
の
質
を
高
め
生
産
を
高
め
る

か
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

　

乳
牛
の
分
娩
は
４
～
６
月
に
集
中
さ
せ
、
６
週
間
で
50

％
の
分
娩
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
７
月
末
迄
に
70
％
の
分

娩
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
種
付
け
を
行
う
。
基
本
的
に
人
工
授

精
を
行
い
、
不
受
胎
牛
に
は
種
雄
牛
を
混
牧
さ
せ
て
交
配

を
行
う
。

　

牧
草
の
草
量
を
測
定

す
る
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
レ

ー
ト
メ
ー
タ
（
Ｒ
Ｐ

Ｍ
）
を
所
有
、
若
し
く

は
借
用
し
牧
草
の
モ
ニ

タ
ー
を
し
て
い
る
。
牧

草
地
の
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ

ン
は
、
20
～
25
日
間
隔

と
な
っ
て
お
り
、
再
び

同
じ
牧
草
地
を
利
用
す

る
。
牧
草
の
採
食
後
の

草
丈
は
約
４
㎝
を
残
す

草量を計測するRPMの説明を受ける

様
に
放
牧
し
、
約
１
，
５
０
０
㎏
／
ha
の
牧
草
を
採
食
さ

せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

南
島
は
比
較
的
降
雨
量
が
少
な
い
地
帯
で
あ
り
、
年
間

の
降
雨
量
が
５
５
０
～
６
５
０
ミ
リ
と
11
月
か
ら
２
月
ま

で
は
雨
が
少
な
い
時
期
で
あ
る
。
地
下
水
を
利
用
し
た
灌

漑
設
備
に
よ
っ
て
約
４
０
０
ミ
リ
を
牧
草
地
に
散
水
し
、

牧
草
の
生
育
を
補
う
。

　

南
島
は
、
部
分
的
に
輸
入
飼
料
を
使
っ
て
い
る
。
特
に

冬
季
に
輸
入
飼
料
を
給
与
し
て
い
る
。
長
す
ぎ
る
牧
草
は

質
が
良
く
な
い
と
さ
れ
、
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
に
調
整
さ

れ
る
。
種
付
け
の
時
期
は
一
番
良
い
質
の
牧
草
を
採
食
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
視
察
第
２
日
目
（
11
／
５
）

【
視
察
場
所
】�

ウ
イ
ン
＆
ト
レ
イ
シ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
農
場

（
マ
タ
マ
タ
郊
外
）

【
説
明
者
】�Ella　
農
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
郊
外
マ
タ
マ
タ
で
代
々
家
族
経
営
を

続
け
て
い
る
農
場
。
３
５
０
ha
の
敷
地
を
持
ち
、
２
４
０

ha
の
土
地
に
約
７
０
０
頭
の
乳
牛
を
飼
育
し
約
１
０
０
ha

の
牧
草
地
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
、
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
と

湿
地
帯
が
あ
る
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
家
で
は
、
環
境
の
回
復
、
水
の
品
質
管
理
を

重
要
と
考
え
、
力
を
注
い
で
お
り
、
牧
場
周
辺
の
ほ
と
ん

ど
の
小
川
は
フ
ェ
ン
ス
で
覆
わ
れ
、
池
や
水
の
流
れ
て
い

く
場
所
は
大
き
な
Ｎ
Ｚ
原
産
の
木
々
を
植
栽
し
て
お
り
、

牧
場
内
の
一
部
は
林
業
と
も
い
え
る
。
２
０
１
０
年
に
環

境
に
配
慮
し
た
優
れ
た
酪
農
経
営
で
「
ワ
イ
ト
カ　

バ
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
ム　

エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
賞
」
を
受
賞
し
て

い
る
。

Ella　農場マネージャーより説明を受ける
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【
視
察
場
所
】�

フ
ォ
ン
テ
ラ
社　

Te�Rapa

工
場
（
ハ

ミ
ル
ト
ン
）

【
説
明
者
】�G

arrie�H
oddinot

氏
（Fonterra�

Visit�Relations�M
anager

）

　

Ｎ
Ｚ
国
内
に
は
約
１
２
，
０
０
０
戸
の
農
場
が
有
り
、

そ
の
う
ち
フ
ォ
ン
テ
ラ
の
組
合
員
は
１
０
，
５
０
０
戸
で
、

受
け
入
れ
た
生
乳
の
95
％
が
加
工
さ
れ
輸
出
さ
れ
る
。
国

内
消
費
は
５
％
と
割
合
的
に
は
非
常
に
少
な
い
。
当
工
場

で
は
エ
リ
ア
内
約
１
，
０
０
０
戸
の
農
場
よ
り
60
台
の

集
乳
車
で
、
一
日
約
６
千
ｔ
、
年
間
約
１
８
０
万
ｔ
の

生
乳
を
受
け
入
れ
て
お
り
（
根
釧
合
わ
せ
て
約
１
３
０

～
１
４
０
万
ｔ
／
年
を
大
き
く
上
回
る
）、
夏
の
受
け
入

れ
ピ
ー
ク
時
に
は

一
日
に
８
千
ｔ
の

生
乳
を
受
け
入
れ
、

加
工
し
て
い
る
。

年
間
で
は
３
０
０

日
以
上
操
業
し
、

32
万
５
千
ｔ
の
乳

製
品
を
生
産
し
て

い
る
。
な
お
、
当

工
場
で
生
産
さ
れ

た
乳
製
品
は
全
量

輸
出
向
け
で
あ
る
。

　

当
工
場
で
の
生

産
品
32
万
５
千
ｔ

の
内
訳
は
、
25
万

ｔ
が
『
パ
ウ
ダ

ー
部
門
』（
全
紛

乳
・
脱
脂
粉
乳
・

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
な

く
こ
と
が
最
も
重
要
で
、
品
種
に
つ
い
て
は
個
々
の
考
え

方
に
よ
る
。

　

Ａ
２
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
当
牧
場
で
は
牛
群
自
体
を

変
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
注
目
し
て
い
な
い
。
な
お
、

Ｎ
Ｚ
で
は
今
年
か
ら
商
品
化
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、

国
全
体
と
し
て
ど
れ
だ
け
浸
透
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

た
だ
し
、
デ
イ
リ
ー
Ｎ
Ｚ
（
農
家
の
教
育
施
設
）
で
は
Ａ

２
ミ
ル
ク
を
推
奨
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

Ｎ
Ｚ
に
は
雄
牛
牧
場
と
い
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
数
か
所

あ
る
。
実
態
は
種
牛
を
借
り
る
と
き
に
買
っ
て
返
す
と
き

に
売
る
シ
ス
テ
ム
。
雄
が
生
ま
れ
た
時
、
大
体
４
日
で
出

荷
す
る
。
１
頭
あ
た
り
30
～
40
ド
ル
位
で
、
廃
用
牛
等
に

つ
い
て
は
市
場
を
通
し
て
売
っ
て
い
る
。

　

土
地
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
動
物
と
の
関
わ
り
が
あ
っ

て
こ
そ
の
持
続
性
農
業
が
ブ
ラ
ウ
ン
家
の
持
論
と
の
こ
と

で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
極
力
少
な
く
し
て

い
く
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
量
を

伸
ば
す
と
い
っ
た
展
開
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
視
察
第
３
日
目
（
11
／
６
）

【
視
察
場
所
】�M

ilk�Test�N
Z

（
生
乳
検
査
場
）（
ハ
ミ

ル
ト
ン
）

【
説
明
者
】�

ハ
ン
ナ　
ポ
ル
グ
ラ
ー
ス
氏

　

１
９
８
４
年
に
５
つ
の
酪
農
会
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
Ｎ
Ｚ
最
大
の
（
約
97
％
シ
ェ
ア
）
の
生
乳
検
査
場
で
あ

り
、
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
の
敷
地
内
に
あ
り
同
社
と
タ
ツ
ア
社

の
所
有
で
は
あ
る
が
、
独
立
し
た
機
関
と
し
て
世
界
的
に

も
先
進
的
な
オ
ー
ト
メ
シ
ョ
ン
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

約
40
名
の
職
員
が
お
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
で
２
５
，

０
０
０
サ
ン
プ
ル
を
検
査
す
る
こ
と
が
あ
る
。
検
査
対
象

は
牛
だ
け
で
な
く
、
ヤ
ギ
、
羊
、
さ
ら
に
は
水
牛
の
ミ
ル

ク
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
検
査
の
範
囲
は
、
微
生

物
検
査
、
組
成
試
験
、
分
析
試
験
と
専
門
試
験
に
グ
ル
ー

プ
化
さ
れ
て
い
る
。

　

各
農
家
ご
と
に
集
乳
時
に
チ
ッ
プ
が
内
蔵
さ
れ
た
採
取

容
器
に
て
検
体
を
取
り
、
成
分
検
査
と
微
生
物
検
査
を
行

う
。
ま
た
タ
ン
カ
ー
１
台
ご
と
に
検
体
を
採
取
し
ア
フ
ラ

ト
キ
シ
ン
検
査
等
も
行
っ
て
い
る
。
各
検
査
等
は
乳
製
品

各
社
が
独
自
に
定
め
た
基
準
を
組
み
込
ん
だ
検
査
機
で
行

わ
れ
、
体
細
胞
、
総
固
形
分
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
な
ど

の
成
分
検
査
や
細
菌
、
抗
生
物
質
な
ど
の
乳
質
検
査
や
臭

い
な
ど
の
官
能
検
査
も
行
っ
て
い
る
。

　

検
査
結
果
は
毎
日
乳
業
を
通
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
検
査
後
の
乳
は
汚
水
シ
ス
テ
ム
で
処
理
、
容
器
は
用
途

の
違
う
製
品
に
再
生
利
用
さ
れ
、
検
査
料
は
乳
業
に
よ
っ

て
違
う
が
、
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
で
１
件
平
均
５
０
０
Ｎ
Ｚ
＄

／
年
（
４
万
円
弱
）
程
度
で
あ
り
検
査
料
は
乳
代
か
ら
差

し
引
か
れ
る
。
集
乳
車
は
５
０
０
台
以
上
あ
り
、
フ
ォ
ン

テ
ラ
社
で
所
有
し
、
運
転
者
は
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
に
所
属
し

て
い
る
。
集
乳
車
１
台
を
３
人
の
運
転
手
で
交
代
す
る

（
12
時
間
シ
フ
ト
で
４
日
出
勤
、
４
日
休
み
）。

　

細
菌
数
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ン
テ
ラ
社

で
は
生
菌
数
５
万
以
下
な
ど
他
社
よ
り
厳
し
い
。
体
細
胞

は
40
万
以
下
で
、
こ
れ
を
超
え
た
度
合
い
に
よ
り
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ポ
イ
ン
ト
が
発
生
し
、
収
入
減
と
な
る
。
抗
生
物
質

に
つ
い
て
も
、
そ
の
度
合
い
に
よ
り
乳
代
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ポ
イ
ン
ト
が
発
生
す
る
。

　
「
牛
乳
の
検
査
で
Ａ
２
ミ
ル
ク
だ
と
確
定
し
て
い
る
の

か
？
」
と
質
問
し
、「
Ａ
１
と
Ａ
２
の
た
ん
ぱ
く
を
見
て

確
定
し
て
い
る
が
、
個
体
や
牛
群
で
わ
か
る
こ
と
も
あ

る
。」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

フォンテラTeRapa工場にて
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精
師
等
の
季
節

雇
用
者
）
で
あ

る
。
支
所
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
あ
り
、
南

ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
ジ

ア
、
南
ア
フ
リ

カ
に
代
理
店
が

あ
る
。
又
、
会

社
の
戦
略
目
標

を
上
回
る
純
余

剰
金
の
大
部
分
は
株
主
で
あ
る
酪
農
家
に
配
当
金
と
し
て

支
払
わ
れ
て
い
る
。

　

種
雄
牛
は
４
種
類
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
フ
リ
ー
ジ
ア
ン

種
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
、
キ
ウ
イ
ク
ロ
ス
（
※
）
種
（
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
・
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
種
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
ク

ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）、
エ
ア
シ
ャ
ー
種
で
総
頭
数
は

約
１
，
０
０
０
頭
（
供
用
牛
は
約
２
０
０
頭
、
待
機
牛

８
０
０
頭
）
を
所
有
し
て
い
る
。（
キ
ウ
イ
ク
ロ
ス
種
は

収
益
性
の
高
い
ア
ウ
ト
ク
ロ
ス
遺
伝
子
を
開
発
し
証
明
済

と
な
っ
て
い
る
。）
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
国
内
シ
ェ
ア
は
80
％
を
占

め
て
お
り
約
２
０
０
万
頭
の
雌
牛
へ
精
液
を
供
給
し
て
い

る
。
精
液
の
年
間
国
内
販
売
本
数
は
４
３
０
万
本
（
う
ち

液
状
精
液
は
４
０
０
万
本
）、
輸
出
は
85
～
90
万
本
で
世

界
30
ヶ
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
日

本
ｅ
ｔ
ｃ
）
へ
輸
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
授
精
最
盛

期
（
11
～
12
月
）
で
あ
り
、
訪
問
時
は
12
万
７
千
本
の
ス

ト
ロ
ー
を
生
産
し
液
状
精
液
で
国
内
の
授
精
師
お
よ
び
酪

農
家
へ
出
荷
し
て
い
る
。

人工授精師資格取得講習会時に使用する
ダミーカウで体温調整ができる。

屠場から卵巣を調達し現実に近い環境を作っている。

ど
）、
７
万
５
千
ｔ
が
『
ク
リ
ー
ム
部
門
』（
バ
タ
ー
・
バ

タ
ー
オ
イ
ル
・
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
・
ハ
イ
フ
ァ
ッ
ト
ク
リ

ー
ム
チ
ー
ズ
・
凍
結
ク
リ
ー
ム
・
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
チ
ー

ズ
な
ど
）
で
あ
る
。『
パ
ウ
ダ
ー
部
門
』
に
は
、
４
つ
の

ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
有
り
、
計
１
千
ｔ
／
日
の
処
理
能
力
が
あ

る
。
最
大
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
23
ｔ
／
時
の
全
粉
乳
ま
た

は
、
20
ｔ
／
時
の
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
製
造
で
き
る
能
力
が

あ
る
。『
ク
リ
ー
ム
部
門
』
に
つ
い
て
は
８
ラ
イ
ン
で
製

造
。
特
に
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
は
当
工
場
で
の
み
製
造
し

て
お
り
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
・
ハ
イ
フ
ァ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
・
凍
結
チ
ー
ズ
は
ア
ジ
ア
の
嗜
好
に
合
わ
せ
、
甘

く
こ
っ
て
り
し
た
加
工
を
し
て
中
国
・
日
本
な
ど
に
輸
出

し
て
い
る
。
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
チ
ー
ズ
は
日
本
の
嗜
好
に

合
わ
せ
て
日
本
に
の
み
輸
出
し
て
い
る
。

　

工
場
に
は
５
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
24
時
間
稼

働
し
て
い
る
。（
12
時
間
シ
フ
ト
で
、
４
日
出
勤
・
４
日

休
み
）
Ｎ
Ｚ
は
環
境
基
準
が
厳
し
く
、
工
場
排
水
は
飲
め

る
品
質
に
し
て
ワ
イ
カ
ト
川
へ
流
す
。
こ
れ
は
そ
の
川
が

国
民
の
飲
料
水
源
と
な
っ
て
い
る
為
で
あ
る
。
年
に
一
回
、

工
場
の
公
開
日
を
設
定
し
住
民
に
開
放
し
、
直
近
の
公
開

日
に
は
６
５
０
０
人
が
来
場
し
て
い
る
。

　
「
Ａ
２
ミ
ル
ク
は
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
の
質

問
を
し
、「
Ａ
１
ミ
ル
ク
集
乳
農
家
と
は
全
く
別
の
農
家

よ
り
Ａ
２
ミ
ル
ク
を
集
乳
し
て
い
る
。
集
乳
・
輸
送
・
受

入
と
も
に
Ａ
１
ミ
ル
ク
と
は
完
全
に
分
け
て
集
乳
。
Ａ
２

ミ
ル
ク
の
割
合
は
少
な
く
、
販
売
が
始
ま
っ
た
の
は
５
年

程
前
か
ら
だ
が
、
ス
ー
パ
ー
で
売
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

今
年
（
２
０
１
９
年
）
か
ら
。」
と
の
事
。
な
お
、
Ａ
２

ミ
ル
ク
の
人
体
に
対
す
る
効
能
は
現
在
も
研
究
中
で
、
判

然
と
し
た
結
論
は
出
て
い
な
い
。
Ａ
２
ミ
ル
ク
の
取
引
は
、

小
売
り
段
階
で
Ａ
１
ミ
ル
ク
に
比
べ
約
50
％
高
く
価
格
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
農
家
段
階
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
は
つ
い

て
い
る
。
そ
も
そ
も
飲
用
乳
の
国
内
需
要
が
少
な
い
。

【
視
察
場
所
】�LIC

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
家
畜
改
良
公

社
）（
ハ
ミ
ル
ト
ン
）

【
説
明
者
】�

バ
リ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
氏

　

Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
農
業
者
が
出
資
す
る
協
同
組
合
で
、
Ｎ
Ｚ
だ

け
で
な
く
世
界
各
地
の
酪
農
、
肉
牛
、
シ
カ
の
産
業
に
多

く
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

国
内
の
酪
農
家
ユ
ー
ザ
ー
は
全
体
の
４
分
の
３
に
あ
た
る

１
１
，
５
９
０
戸
、
飼
養
頭
数
は
４
９
９
万
頭
、
１
戸
当

た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
４
３
１
頭
（
１
８
０
頭
～
２
，

０
０
０
頭
）
で
あ
る
。

　

主
な
事
業
内
容
は
登
録
、
精
液
製
造
と
販
売
、
後
代
検

定
、
乳
牛
検
定
と
産
乳
能
力
の
デ
ー
タ
管
理
、
交
配
相
談
、

人
工
授
精
、
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
研
究
開
発
、
人

工
授
精
師
取
得
資
格
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
、
畜
産

業
界
の
統
計
と
分
析

等
を
行
っ
て
お
り
、

オ
フ
ィ
ス
は
２
ヶ
所

で
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
フ

ァ
ー
マ
ス
ト
ン　

ノ

ー
ス
（
首
都
ウ
エ
リ

ン
ト
ン
の
隣
町
）
に

あ
り
１
，
４
０
０

名
を
超
え
る
雇
用

者
（
う
ち
７
０
０
名

は
正
職
員
、
残
り
は

牛
郡
検
定
、
人
工
授

手前は精液を採取する採精管奥は採精場
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（
※
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
生
息
す
る
鳥
キ
ー
ウ
ィ
か
ら
名
を
と
り

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
」
と
い
う
形
容
詞
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
種
雄
牛
の
品
種
と
し
て
キ
ウ
イ
ク
ロ
ス
種
と
名
付
け
て
い
る
。

　

最
大
の
特
徴
は
放
牧
酪
農
と
季
節
繁
殖
で
生
産
コ
ス
ト

は
世
界
一
低
い
国
で
あ
る
。
特
に
季
節
分
娩
の
周
期
を
厳

し
く
保
つ
事
を
１
０
０
年
以
上
行
い
、
酪
農
家
の
収
益
性

を
持
続
さ
せ
る
事
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

２
才
で
分
娩
さ
せ
生
産
寿
命
は
６
才
と
し
て
い
る
。
牧

草
の
発
育
に
合
わ
せ
冬
か
ら
春
（
８
月
～
９
月
）
に
か
け

て
分
娩
さ
せ
、
授
精
時
期
は
夏
ま
で
に
行
い
受
胎
し
な
い

牛
は
淘
汰
と
な
る
。
２
回
目
ま
で
は
通
常
精
液
を
授
精
す

る
が
、
３
回
目
以
降
は
肉
用
種
の
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
を
授

精
し
、
こ
こ
で
受
胎
し
な
い
場
合
は
淘
汰
と
な
る
。
初
回

受
胎
率
は
50
％
程
で

最
終
的
に
は
８
割
の

雌
牛
を
受
胎
さ
せ
る

事
を
目
標
と
し
て
い

る
。
淘
汰
率
は
平
均

22
％
で
分
娩
間
隔
は

３
６
８
日
で
世
界
Ｎ

Ｏ
．
１
で
あ
る
。
人

材
確
保
の
面
か
ら
も

魅
力
的
な
職
業
で
、

扱
い
易
く
気
質
が
温

厚
で
、
繁
殖
性
が
良

く
毎
年
分
娩
し
牧
草

地
を
傷
め
な
い
小
型

サ
イ
ズ
（
２
才
で

５
０
０
Ｋ
ｇ
）
で
耐

病
性
が
強
く
手
間
の

精液処理室希釈液は卵黄を使用（日本と同じ）

か
か
ら
ず
、
乳
成

分
の
高
い
牛
郡
を

目
指
し
環
境
に
適

し
た
種
雄
牛
造
成

を
行
っ
て
い
る
。

　

種
雄
牛
造
成

は
酪
農
家
の
意

見
、
要
望
を
反
映

し
、
種
雄
牛
の
母

牛
（
ド
ナ
ー
牛
）

は
乳
検
デ
ー
タ
を

活
用
し
計
画
交
配

を
行
い
、
４
品
種

２
０
０
頭
の
調
整

交
配
を
行
い
50
頭

の
種
雄
牛
を
選
抜

す
る
。

　

乳
牛
検
定
事

業
で
は
毎
年
１
，

１
０
０
万
の
デ
ー

タ
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
牛
郡
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
情
報
提
供
と
淘
汰
お
よ
び
更
新
の
指
導
を
行
い
、
活
用

の
た
め
の
繁
殖
管
理
ソ
フ
ト
（
商
品
名
：
ウ
イ
ン
ダ
ー　

マ
イ
ン
ド
）
を
開
発
し
、
す
べ
て
の
牛
郡
管
理
を
行
い
、

そ
し
て
人
工
授
精
業
務
も
行
っ
て
い
る
。
乳
検
デ
ー
タ
を

基
に
牛
郡
の
上
位
25
％
に
は
性
選
別
精
液
を
使
用
し
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｚ
の
乳
牛
の
能
力
は
乳
量　

４
，
２
１
７
ｋ
乳
脂
肪

　

４
．
７
５
％
、
乳
蛋
白
質　

３
．
８
２
％
で
あ
る
。
給

与
形
態
は
85
％
が
自
家
産
（
放
牧
地
）
で
残
り
の
15
％
は

輸
入
飼
料
で
賄
っ
て
い
る
。

　
視
察
第
４
日
目
（
11
／
７
）

【
視
察
場
所
】�D

esley�&�Steve�M
cgougan　

農

場
（
タ
ウ
ピ
リ
）

【
説
明
者
】�

ス
テ
ィ
ー
ブ
氏
（
同
農
場
経
営
者
）

　

当
農
場
は
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
所
有
し
て
お

り
、
現
在
は
２
５
０
頭
の
搾
乳
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。
基

本
的
に
10
ヶ
月
間
搾
乳
を
行
な
っ
て
お
り
、
農
場
主
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
さ
ん
と
雇
用
し
て
い
る
１
名
の
作
業
員
と
そ
の

奥
様
も
搾
乳
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
る
。

　

誇
大
な
土
地
を
活
用
し
、
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧
場

を
46
区
画
の
パ
ド
ッ
ク
と
し
て
区
切
り
、
24
日
か
け
て
元

に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。
最
近
、
パ
ド
ッ
ク
の
１
つ
に
チ
コ
リ
の
種
を
撒
い
た

の
で
、
12
月
15
日
頃
か
ら
チ
コ
リ
の
パ
ド
ッ
ク
を
少
し
づ

つ
区
切
り
な
が
ら
牛
に
与
え
る
予
定
と
の
こ
と
。
現
在
は

１
日
２
パ
ド
ッ
ク
で
回
し
て
い
る
が
、
チ
コ
リ
を
食
べ
さ

せ
る
頃
に
は
１
．
５
パ
ド
ッ
ク
（
１
牧
草
パ
ド
ッ
ク
と
０
．

５
チ
コ
リ
パ
ド
ッ
ク
）
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
は
メ
イ
ズ
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
を
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
作
付
け
、
昨
日
定
植
し
た
と
こ
ろ
で
３
月
に
収

穫
（
背
丈
よ
り
伸
び
る
）
す
る
。
そ
の
年
に
よ
っ
て
は

蕪
（
家
畜
用
の
赤
っ
ぽ
い
品
種
）
も
植
え
て
い
る
。
牧
草

の
種
類
は
イ
タ
リ
ア
ン
グ
ラ
ス
、
白
ク
ロ
ー
バ
ー
。
毎
年

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
づ
つ
草
地
更
新
と
し
て
、
チ
コ
リ
を
育
て
、

そ
の
後
耕
し
返
し
て
ま
た
再
び
牧
草
を
撒
い
て
い
る
。
こ

の
地
域
は
夏
枯
れ
が
あ
る
の
で
、
今
の
時
期
に
で
き
る
だ

け
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
り
、
保
険
と
し
て
チ
コ
リ
も
作
っ
て

い
る
。
こ
の
２
ヶ
月
間
で
２
０
０
個
の
ロ
ー
ル
ベ
ラ
ー
の

サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
っ
た
と
の
こ
と
。

　

若
雌
牛
の
更
新
牛
は
65
頭
お
り
、
１
歳
ま
で
は
そ
の
ま

LICにてアリソン氏とともに撮影
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ま
当
農
場
に
て
飼
育
し
、
１
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
１
年
間

は
別
の
更
新
牛
を
育
て
て
く
れ
る
農
場
へ
お
金
を
払
っ
て

育
成
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
２
歳
ま
で
そ
の
ま
ま
こ
の
牧

場
で
育
て
る
事
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
搾
乳
牛
に
与
え
る

牧
草
の
量
が
減
少
し
て
し
ま
う
し
、
搾
乳
牛
に
牧
草
を
与

え
た
方
が
儲
か
る
為
、
人
に
お
金
を
払
っ
て
１
年
間
若
雌

牛
を
育
て
て
も
ら
う
事
に
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
で
１
ヶ
月
間
種
付
け
を
行
な
う
期
間
が
あ
る
が
、

最
後
は
種
牛
を
借
り
て
き
て
生
付
け
す
る
場
合
も
あ
る
。

中
に
は
14
歳
と
い
う
母
牛
も
い
る
が
と
て
も
優
秀
な
牛
で

あ
る
と
の
こ
と
。
牛
の
種
類
は
80
％
が
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
で

残
り
の
20
％
が
キ
ー
ウ
イ
ク
ロ
ス
で
あ
り
、
フ
リ
ー
ジ
ャ

ン
の
雄
牛
濡
れ
子
で
１
８
０
ド
ル
の
売
却
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

だ
と
30
ド
ル
に
し
か
な
ら
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ォ
ル
ス

は
大
き
す
ぎ
て
、
冬
の
間
に
牧
草
を
踏
ん
で
ダ
メ
に
し
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
に
は
向
い
て
い
な
い
と
の

こ
と
。

　

へ
リ
ン
グ
ボ
ー
ン

の
パ
ー
ラ
ー
に
な
っ

て
お
り
、
同
時
に
20

頭
の
搾
乳
が
で
き
、

搾
乳
時
間
は
夜
中
の

３
時
か
ら
行
っ
て
い

る
。
現
在
は
１
頭
に

つ
き
約
25
リ
ッ
ト
ル

の
乳
を
生
産
し
、
全

体
で
は
ミ
ル
ク
ソ
リ

ッ
ド
11
万
キ
ロ
の
乳

固
形
を
生
産
し
て
い

る
。
昨
年
は
固
形
の

乳
価
が
１
キ
ロ
当
た

り
６
ド
ル
40
セ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
損
益
ラ
イ
ン
は
４
ド

ル
く
ら
い
（
人
件
費
も
含
め
た
生
産
コ
ス
ト
）
に
な
る
。

夏
に
な
る
と
暑
く
な
る
の
で
搾
乳
は
１
日
１
回
に
し
、
チ

コ
リ
や
搾
乳
時
に
飼
料
も
与
え
て
い
る
の
で
、
乳
量
は
そ

れ
ほ
ど
落
ち
な
い
で
経
過
す
る
と
の
こ
と
。

　

ワ
イ
カ
ト
地
区
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
酪
農
地
帯
で
、

日
照
時
間
も
長
く
、
ど
ん
ど
ん
牧
草
も
育
っ
て
い
く
が
、

最
近
は
雨
が
少
な
く
こ
の
一
週
間
の
う
ち
に
雨
が
降
っ
て

く
れ
な
い
と
困
る
と
の
こ
と
。
こ
こ
は
雪
も
降
ら
な
い
し
、

こ
の
辺
り
は
地
価
が
と
て
も
高
い
。
よ
っ
て
こ
の
辺
で
牧

場
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
、
最
初
か
ら
立
ち
上
げ
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
状
態
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
街
（
ハ
ミ
ル

ト
ン
）
に
も
近
い
し
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
も
１
時
間
半
く

ら
い
で
行
け
る
環
境
で
あ
り
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
は
大
学
も

あ
る
し
、
雨
量
も
申
し
分
の
な
い
す
ば
ら
し
い
地
域
で
あ

る
た
め
。
見
え
て
い
る
平
ら
な
場
所
は
ほ
と
ん
ど
乳
牛
で

少
し
だ
け
ヤ
ギ
と
か
種
牛
牧
場
も
あ
る
。
丘
陵
地
帯
に
入

っ
て
い
く
と
羊
と
か
肉
牛
も
い
る
。

【
視
察
場
所
】�D
フ
ォ
ン
テ
ラ
本
社
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

市
内
）

【
説
明
者
】�

サ
イ
モ
ン　
タ
ッ
カ
ー
氏

〈
フ
ォ
ン
テ
ラ
の
概
要
〉

　

フ
ォ
ン
テ
ラ
は
協
同
組
合
で
あ
る
が
、
資
本
調
達
は
株

式
の
形
態
を
取
っ
て
お
り
、
酪
農
家
（
約
１
万
人
）
が
株

主
に
な
っ
て
い
る
。
株
式
を
保
有
す
る
酪
農
家
は
シ
ェ
ア

ー
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、
フ
ォ
ン
テ
ラ
の
議
決
権
を
有
し
て

お
り
、
株
式
を
多
く
保
有
す
る
酪
農
家
か
ら
役
員
が
選
出

さ
れ
て
い
る
。
役
員
会
を
通
じ
て
、
農
家
の
声
が
フ
ォ
ン

テ
ラ
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
組
織
の
理
念

に
つ
い
て
は
「
お
互
い
に
協
力
し
て
、
人
々
に
と
っ
て

良
い
こ
と
を
し
て
い
こ
う
」（
マ
オ
リ
語
で
「
タ
オ
、
タ

オ
」）
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ン
テ
ラ
の
関
連
施
設
（
工
場
、
事
務
所
）
は
酪
農

家
の
所
在
に
合
わ
せ
て
北
島
か
ら
南
島
ま
で
幅
広
く
存
在

す
る
。
取
扱
い
乳
量
は
約
２
０
０
０
万
ｔ
（
全
世
界
の
３

％
）
で
あ
り
、
Ｎ
Ｚ
の
人
口
は
約
５
０
０
万
人
と
、
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
、
フ
ォ
ン
テ
ラ
の
乳
製
品
に
つ
い

て
は
95
％
が
輸
出
、
１
４
０
か
国
以
上
に
輸
出
し
て
い
る
。

　

乳
製
品
の
分
類
と
し
て
、
乳
原
料
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

（
外
食
産
業
）、
栄
養
、
育
紛
、
プ
ロ
テ
イ
ン
パ
ウ
ダ
ー

（
医
療
向
け
）
が
あ
り
、
日
本
に
は
脱
脂
粉
乳
、
バ
タ
ー

な
ど
の
乳
原
料
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
（
外
食
産
業
）
に
つ
い
て
は
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア

向
け
の
輸
出
が
多
い
。
ア
ン
マ
ム
（
育
紛
）、
ア
ン
カ
ー

（
大
人
向
け
の
栄
養
）、
ア
ン
リ
ー
（
メ
デ
ィ
カ
ル
）
と
し

て
、
棲
み
分
け
を
し
な
が
ら
、
消
費
者
向
け
の
ブ
ラ
ン
ド

を
展
開
し
て
い
る
。

　

乳
製
品
の
世
界
中
で
の
需
要
と
供
給
に
つ
い
て
は
今
後

５
年
で
大
き
く
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。

特
に
、
中
国
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
は
今
後
さ
ら
に
５
年
か

ら
10
年
ぐ
ら
い
か
け
て
輸
入
に
頼
る
環
境
に
な
る
。
特
に

興
味
深
い
の
は
イ
ン
ド
。
イ
ン
ド
は
水
牛
な
ど
も
や
っ
て

お
り
、
国
内
の
生
産
も
多
い
が
、
そ
れ
以
上
に
今
後
、
需

要
が
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
発
展
途

上
国
が
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
い
く
と
、
食
の
西
洋
化
と
い

う
か
、
乳
製
品
の
需
要
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
例

え
ば
、
ア
フ
リ
カ
と
か
、
中
東
と
か
が
成
長
し
て
い
く
と
、

も
っ
と
、
乳
製
品
の
需
要
が
増
え
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
Ｎ
Ｚ
の
生
乳
生
産
量
は
、
直
近
で
こ
れ

が
最
大
だ
と
考
え
ら
れ
る
量
に
は
達
し
て
い
る
。
今
後
、
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更
に
伸
び
る
か
と
い
え
ば
難
し
い
面
は
あ
り
、
今
後
は
横

ば
い
に
推
移
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
乳
製

品
の
需
要
は
増
え
て
い
く
が
、
今
限
ら
れ
た
、
頭
打
ち
に

な
っ
て
い
る
乳
原
料
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
効
率
よ
く
乳
製

品
を
作
り
出
せ
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

【
説
明
者
】�

イ
モ
ジ
ェ
ン　
ペ
イ
ト
氏

〈
貿
易
と
市
場
へ
の
対
応
〉

　

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
、
輸
出
先
の

傾
向
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
２
０
０
８
年
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
て
、

Ｎ
Ｚ
は
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ー
ム
と
呼
ば
れ
た
時
期
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
伴
い
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
他
国
の
市
場
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ギ

リ
ス
へ
の
輸
出
量
は
減
少
に
転
じ
た
。
同
時
に
ア
ジ
ア
の

人
口
増
に
伴
い
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
き
い
ア
ジ
ア
に
大
き

く
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
が
過
去
10
年
で
２
倍
以
上

に
増
え
て
い
る
。
中
国
へ
の
輸
出
が
大
幅
に
伸
長
し
て
い

る
が
、
日
本
も
大
き
く
、
チ
ー
ズ
の
需
要
が
増
え
て
い
る
。

中
東
と
北
ア
フ
リ
カ
も
増
え
て
お
り
、
例
え
ば
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
も
乳
製
品
の
需
要
が
大
き
い
。

　

Ｎ
Ｚ
と
各
国
の
貿
易
協
定
状
況
に
つ
い
て
、
貿
易
協
定

が
す
で
に
結
ば
れ
て
い
て
、
実
行
さ
れ
て
い
る
国
は
、
日

本
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
北
米
（
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
）、
ア
ジ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
。
中
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
交
渉
自
体
は
終
わ

っ
て
い
る
が
、
最
終
的
な
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
て
お
ら
ず
、

ま
だ
発
行
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
と
は
交
渉
は
し
て

い
た
が
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
併
合
、
政
治
的
な
問
題
が
出

て
一
旦
保
留
に
な
っ
て
い
る
。
総
体
的
に
主
要
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
は
、
貿
易
協
定
が
締
結
で
き
て
い
る
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ン
テ
ラ
全
体
の
中
で
は
輸
出

量
は
少
な
い
も
の
の
、
収
益
が
大
き
い
市
場
に
な
っ
て
い

る
。
１
９
８
２
年
に
現
在
の
フ
ォ
ン
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
の
前

身
と
な
る
会
社
を
設
立
し
、
主
に
チ
ー
ズ
を
輸
出
し
て
い

る
。
統
計
で
は
、
Ｎ
Ｚ
か
ら
年
間
約
６
万
ｔ
輸
出
し
て
い

る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
フ
ォ
ン
テ
ラ
の
も
の
。
ホ
エ
イ
も

１
万
ｔ
（
同
社
の
シ
ェ
ア
約
40
％
）、
粉
乳
（
学
校
給
食

向
け
）
も
扱
っ
て
い
る
。
取
引
先
に
つ
い
て
は
主
に
乳
業

メ
ー
カ
ー
だ
が
、
プ
ロ
テ
イ
ン
関
係
を
扱
っ
て
い
る
会
社
、

メ
デ
ィ
カ
ル
関
係
、
油
脂
メ
ー
カ
ー
と
多
岐
に
わ
た
る
。

【
説
明
者
】�

ト
レ
イ
シ
ー
氏

〈
環
境
面
（
環
境
、
人
）
へ
の
対
応
〉

　

世
界
的
に
気
候
変
動
、
人
口
増
の
問
題
が
あ
り
、
い
か

に
環
境
に
や
さ
し
く
生
乳
生
産
、
製
品
化
で
き
る
か
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
栄
養
源
と
し
て
供
給
で
き
る
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
消
費
者
か
ら
も
食
料
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

酪
農
家
か
ら
工
場
、
事
務
所
も
含
め
て
全
体
と
し
て
、
環

境
面
（
環
境
、
人
）
を
意
識
し
た
考
え
方
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。

　

あ
る
リ
サ
ー
チ
会
社
の
調
査
で
、
世
界
的
に
み
て
、
消

費
者
の
38
％
が
環
境
面
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て

い
る
食
材
に
つ
い
て
は
プ
レ
ミ
ア
を
払
う
と
答
え
て
い
る
。

特
に
イ
ン
ド
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
環
境
面
に
対
す

る
意
識
が
高
い
。
今
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
添
加

剤
を
使
わ
な
い
と
か
、
そ
う
い
っ
た
食
材
と
い
う
の
は
高

く
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
酪
農
に
つ
い
て
も
添
加
剤

と
か
、
何
か
添
加
し
た
餌
を
与
え
な
い
と
か
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
も
含
め
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

炭
素
の
排
出
量
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｚ
は
２
．
９
％
と
世

界
的
に
み
て
も
、
か
な
り
抑
え
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、

農
場
か
ら
の
排
出
が
全
体
の
90
％
を
占
め
て
お
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
り
農
場
に
対
し
て
改
善
策
を
提
案
（
※
指
導

に
近
い
）
し
て
い
る
。
水
の
汚
染
対
策
に
つ
い
て
は
排
水

へ
の
フ
ェ
ン
ス
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
（
農
場
の
中
で
ど

こ
に
水
が
流
れ
て
い
る
か
位
置
が
わ
か
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
）
を
農
場
に
提
供
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ

る
デ
ー
タ
を
活
か
し
、
更
な
る
ハ
イ
テ
ク
導
入
の
提
案
に

よ
り
改
善
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
う
い
っ
た
対
策
は
政
府
を
巻
き
込
ん
で
Ｎ
Ｚ
全
体
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
用
し
、
生
産
性
の
向
上
や

輸
出
拡
大
に
努

め
、
国
際
競
争
力

を
強
め
て
い
る
実

態
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
我
が
日
本
の

農
業
が
優
れ
て
い

る
面
が
あ
る
こ
と

も
改
め
て
実
感
で

き
、
大
変
有
意
義

な
視
察
と
な
っ
た

も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
終
わ
り

に
、
改
め
て
関
係

機
関
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

会議室での質疑の様子
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　ＪＡグループ北海道は、「令和2年産の畑作物作付に向けた
10のメッセージ」と「畑作物のＧＡＰ」についてパンフレッ
トを作成しました。10のメッセージは、①輪作体系の確立、

②需要動向を踏まえた生産、③農業諸制度の堅持の3つ
の観点から、令和2年産の作付にあたって参考としてほ
しい情報をわかりやすく伝達することを目的としていま
す。畑作物のＧＡＰについては、令和元年度は一部生産
者協力のもとプレ実施し、課題や問題点を整理し、令和
2年度より本格実施する方針としています。詳細な内容
については、今後、連合会やＪＡを通じてお知らせいた
します。10のメッセージや畑作物ＧＡＰの具体的な内
容については、ＱＲコードよりパンフレットをご確認く
ださい。

ホクレン JA北海道厚生連

JA北海道信連 JA共済連北海道

JA北海道中央会

各団体の詳しい取り組み内容はWEBサイトをご覧ください。

 ＪＡバンクのキャラ
クター「よりぞう」が、
協同組合間連携の取り
組みの一環として、初
めてコープさっぽろ・
ろうきんのキャラクタ
ーとともに、11月に札幌市内の保育園を訪問しまし
た。また、12月には、「よりぞう」と「ちょリス」が、
岩見沢市、滝川市、旭川市の幼稚園を訪問し、子供た
ちと交流を深めました。
　地域の皆様に、ＪＡバンクをより身近に感じてもら
えるような活動に取り組んでいます。

　ＪＡ共済連北海道では、2月4日から開催される雪
と氷の祭典「第71回さっぽろ雪まつり」の大通り7丁
目「ＨＢＣポーランド広場」におきまして、令和元年
度　ＪＡ共済　全道小・中学生交通安全ポスターコン
クールの入賞作品64点を展示いたします。
　ＪＡ共済連北海道は交通事故のない社会の実現に向
けて、多くの観光客の方々にも交通安全の大切さを
理解していただき、
事故の防止につな
げていきます。（写
真は、昨年の会場
の様子）

　ホクレンは、北海道ぎ
ょれんと〝共同制作〟し
たカタログギフト「北の
海と大地のギフト」を販
売しており、旬の北海道
産農畜産物・水産物なら

びに、その加工品など北海道産食材の魅力をお届けい
たします。
　カタログを贈られた方が気に入った商品を好きなタイ
ミングで注文できます。価格は1冊5500円（消費税込
み、送料除く）。詳しい内容は「ホクレングリーンネット
ショップ」のＷｅｂサイトで閲覧いただけます。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守る
ため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを目的
として、広報誌「すまいる」を発行しております。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに健康
に役立つ医療・健康情報を発信しております。

10月発行分には
プレゼント付き
アンケートも

ございますので是非
応募にも

チャレンジしてみて
ください。

➡

➡

JAグループ 通信
JAグループ北海道の連合会・中央会の活動を紹介します
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令
和
元（
Ｒ
１
）年
産
１
番
グ
ラ
ス

サ
イ
レ
ー
ジ
の
栄
養
価
と
対
策

　

Ｒ
１
年
産
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
30
年
産

の
サ
イ
レ
ー
ジ
は
６
月
下
旬
の
長
雨
に
よ
り
品
質
が
ば
ら
つ
き
ま
し

た
。
Ｒ
１
年
産
の
給
与
反
応
も｢

昨
年
よ
り
乳
量
が
増
加
し
た｣

、｢

乳

量
が
落
ち
た｣

と
様
々
で
す
。
開
封
さ
れ
た
サ
イ
レ
ー
ジ
の
分
析
値
か

ら
Ｒ
１
年
産
の
傾
向
を
予
測
し
て
み
ま
す
。

　

昨
年
は
牧
草
の
萌
芽
が
早
く
、

出
穂
も
平
年
に
比
べ
５
日
ほ
ど
早

ま
り
ま
し
た
（
表
１
）。
栄
養
の

低
下
が
早
ま
っ
た
た
め
（
図
１
）、

収
穫
日
が
平
年
と
同
じ
で
あ
っ
て

も
「
５
～
10
日
刈
遅
れ
た
栄
養
価

｣

と
考
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
良
否
を
決
め
る

｢

栄
養
価｣
と｢

発
酵
品
質｣

に

つ
い
て
、
直
近
３
年
で
比
較
し
ま

し
た
。

　

Ｒ
１
年
の
収
穫
は
順
調
で
あ
っ

た
た
め
分
析
値
の
バ
ラ
ツ
キ
は
少

な
い
一
方
、
Ｈ
29
年
産
と
比
較
し
、

Ｔ
Ｄ
Ｎ
が
65
％
以
上
の
飼
料
が
少

な
く
、
55
％
以
下
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
（
図
２
）。

牧
草
の
萌
芽
が
早
く
、

生
育
ス
テ
ー
ジ
の
進
行
が

早
ま
っ
た

グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ

３
ヶ
年
の
比
較

～
栄
養
価
と
発
酵
品
質
～

Ｒ
１
年
産
サ
イ
レ
ー
ジ
用

と
う
も
ろ
こ
し
の
栄
養
価

　

発
酵
品
質
は
、
発
酵
の
良
否
の

指
標
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

が
高
い
サ
ン
プ
ル
が
や
や
多
く

（
図
３
）、
発
酵
品
質
を
評
価
す
る

Ｖ
ス
コ
ア
は
Ｈ
29
年
産>

Ｒ
１

年
産>

Ｈ
30
年
産
の
順
で
し
た
。

　

栄
養
価
の
向
上
に
向
け
た
、
草

地
の
植
生
改
善
や
牧
草
の
出
穂
に

合
わ
せ
た
収
穫
、
牧
草
品
種
の
選

定
な
ど
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

発
酵
品
質
に
問
題
が
あ
る
際
は
、

踏
圧
時
間
の
確
保
、
設
定
切
断
長

と
切
断
面
の
確
認
、
添
加
材
の
利

用
と
使
用
量
に
つ
い
て
再
検
討
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
収
穫
さ
れ
た
サ
イ
レ

ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、

熟
期
が
進
ん
だ
地
域
が
多
く
、

子
実
乾
物
収
量
が
高
い
こ
と

か
ら
、
デ
ン
プ
ン
価
が
高
い

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

給
与
の
際
は
、
デ
ン
プ
ン

過
剰
に
よ
る
ア
シ
ド
ー
シ
ス

に
留
意
し
、
粗
飼
料
分
析
値

や
乳
成
分
、
乳
牛
の
状
態
か

ら
、
購
入
飼
料
の
給
与
内
容

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

年 萌芽期 出穂始 出穂期

Ｈ28 4/21 6/15 6/21

Ｈ29 4/24 6/15 6/20

Ｈ30 4/21 6/14 6/20

平年値 4/23 6/16 6/21

Ｒ元年 4/19 ６/10 6/16

表１　牧草の生育期節
（釧路管内平均）

TDN（可消化養分送料 DM％）アンモニア態窒素含量／全窒素量

図３サイレージの発酵品質
（水分70％以上のサイレージ

釧路管内n=1116）

図２サイレージの栄養価
（水分70％以上のサイレージ

釧路管内n=1125）
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40％
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0％
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良 悪

５％以下 ５～10％10～15％ 10％～

発酵品質

H30 R１ 60％

40％

20％

0％

H29

55以下 55-60 60-65 65以上

栄養価

H30 R１

悪 良

NDF（中性デタージェント繊維DM％）

図１チモシーの生草栄養価の推移
（普及センター調べ）
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高
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22.6
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40.9
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5,000

5,500
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7,000
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雌
穂
乾
物
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弟子屈町 釧路管内 雌穂乾物率㎏/10a ％

図４ サイレージ用とうもろこし生収量推移（H27～Ｒ１）
※各年とも9/20頃調査実施

番外
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12月の乳価・乳量・乳成分
区　　分 当 Ｊ Ａ 釧路管内 全　　　道
平均乳代 ９４. １円 ９３．９円 ９３. ８円

補給金単価 ８. ４円 ８. ４円 ８. ４円

合計平均乳価 １０２．５円 １０２．４円 １０２．３円

平均脂肪率 ４．１２％ ４．１０％ ４．０８％
平均無脂
固形分率 ８．８２％ ８．８４％ ８．８５％

12月乳量
<前年同月比>

4,655.3t
<103.1％>

44,380.8t
<101.1％>

327,098.7t
<102.3％>

累計乳量
<前年同期比>

41,652.8t
<101.5％>

399,205.5t
<100.4％>

2,939,184.3t
<102.0％>

脂肪率単価
1％当り ９．７７円 無脂固形単価

1 ％ 当 り ６．２０円

◎12月体細胞数30万／㎖以下の比率
上　旬 中　旬 下　旬

当 Ｊ Ａ 100.0％ 100.0％ 93.3％
釧路管内 99.4％ 99.7％ 98.8％

※各旬の％は旬検査時のローリー車単位の乳量での比率です。

ＤＡＴＡ ▼行事予定 ＤＡＴＡ ▼組合員 ＤＡＴＡ ▼職員

２月11日　建国記念日
　　12日　第５回酪対全体委員会
　　　　　保険福祉事業運営委員会
　　13日　摩周石油臨時取締役会
　　14日　摩周石油監査（～15日）
　　18日　第１回臨時理事会
　　19日　女性部総会
　　　　　決算自治監査（～22日）
　　20日　理事運営委員会
　　21日　摩周石油取締役会
　　23日　天皇誕生日
　　24日　振替休日
　　26日　第１回定例理事会
　　　　　摩周石油株主総会
　　27日　畑作振興会総会
　　28日　農業委員会
３月２日　地区懇談会（川湯）
　　３日　地区懇談会（奥春別）
　　４日　地区懇談会（ＪＡ）

〈加　　入〉狩野　雄司（正）
　　　　　　中澤　好喜（正）
〈資格変更〉
　　村井　　完（正）⇒（准）
　　狩野　盛雄（正）⇒（准）
　　郷司　昌弘（正）⇒（准）
　　笹尾　修二（正）⇒（准）
　　藤田重太郎（正）⇒（准）
　　廣瀬真紀子（正）⇒（准）
〈減口申込〉
　　村井　　完／狩野　盛雄
　　郷司　昌弘／笹尾　修二
　　金刺紀恵子
〈持分譲渡〉
　　郷司　昌弘→郷司　幸広
　　伊藤　信義→伊藤　　昭
　　金刺　登→金刺　紀恵子
〈当然脱退〉白鳥ケサミ（准）
　　　　　　伊藤　信義(准）
　　　　　　金刺　　登（正）

令和２年１月17日現在の
組合員数　総組合員数　683名

正112名　准571名

　〈退　　職〉
　　　佐藤　美幸（パート）

　〈採　　用〉
　　　加藤友梨香（パート）

令和２年１月20日現在の
職員数は　総　数　115名
内　男　72名（パート含）
内　女　43名（パート含）

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

○�

令
和
元
年
度
第
３
回

組
合
員
懇
談
会
の
開

催
日
程
及
び
議
案
に

つ
い
て

○�

出
資
金
減
口
申
し
込

み
に
つ
い
て

○
年
末
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

○�

令
和
元
年
産
畑
作
物

共
計
貸
付
に
つ
い
て

　

原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

○
令�

和
元
年
度
第
３
・
四
半
期
末
自
治
監
査
回

答
書（
案
）に
つ
い
て

○
出
資
金
減
口
申
込
に
つ
い
て

○�

令
和
２
年
度
営
農
計
画
設
定
基
準
に
つ
い
て

○�

各
種
規
則
・
規
程
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
職
員
就
業
規
則
・
準
職
員
就
業
規
則
・
人
事

規
程
・
福
利
厚
生
規
程
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
）

○�

各
種
資
金
の
借
入
・
貸
付
に
つ
い
て（
フ
ル
ス

ペ
ッ
ク
ロ
ー
ン
１
件
）

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

○
出
資
金
減
口
申
込
み
に
つ
い
て

○�

令
和
２
年
度
事
業
計
画
方
針
及
び
事
業
計
画

に
つ
い
て

○
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○�

自
己
査
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
○�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
衛
生
的
乳
質
生
産
対
策
実
施
要
領
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
十
一
回
定
例
理
事
会
　
12
／
27

第
十
二
回
定
例
理
事
会
　
１
／
28

第
四
回
臨
時
理
事
会

12
／
16
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C
R
O
S
S
W
O
R
D
-P
U
Z
Z
LE

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ルLE

T
T
E
R
S

お
便
り（
敬
称
略
）

今回は、私
川口　　覚（組合長）
が抽選をしました。

12月号の正解は!! 1月号の正解は!!
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
エ キ デ ン

でした

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
マ メ マ キ

でした

応
募
者
54
名
中
54
名
正
解
、
抽
選

の
結
果
、
左
記
の
５
名
の
方
が
当

選
し
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

景
品　

商
品
券　

１
枚　

５
名

〈
　
泉
　
〉
吉
村　

洋
子

　
　
　
　
　

長
島　

弘
子

〈
桜
　
丘
〉
中
澤　

幸
子

〈
美
　
里
〉
渡
辺　

麻
衣

〈
別
　
海
〉
八
木
橋
直
美

応
募
者
86
名
中
86
正
解
、
抽
選
の

結
果
、
左
記
の
25
名
の
方
が
当
選

し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

景
品　

商
品
券
（
４
枚
分
）
５
名

〈
高
　
栄
〉
曽
我
部
紗
弥

〈
美
　
里
〉
佐
藤
　
穂
香

　
　
　
　
　

田
村　

和
彦

〈
朝
　
日
〉
岩
見
　
俊
幸

〈
原
　
野
〉
佐
々
木
友
美

景
品　

商
品
券
（
２
枚
分
）
20
名

〈
摩
　
周
〉
山
内
　
信
男

〈
釧
　
路
〉
北
島
　
　
聡

〈
高
　
栄
〉
大
友
み
ゆ
き

　
　
　
　
　

松
本　

堅
一

〈
中
　
央
〉
塚
本
　
　
告

　
　
　
　
　

伊
藤　
　

健

〈
朝
　
日
〉
澤
入
由
佳
子

　
　
　
　
　

坪
井　

ゆ
み

〈
南
弟
子
屈
〉
臼
田　

規
次

〈
　
泉
　
〉

・
佐
藤　

亜
紀　

・
小
濱
亜
夢
花

・
守
屋　

結
香　

・
工
藤　

澄
子

〈
原
　
野
〉
梅
津
　
里
美

〈
屈
斜
路
〉
野
下
ち
は
る

〈
鐺
　
別
〉
岡
本　

心
愛

　
　
　
　
　

小
泉
美
智
子

〈
美
留
和
〉
藤
田
え
み
子

　
　
　
　
　

山
野　

春
代

〈
美
　
里
〉
渡
辺　

佳
恵

★
12
月
号
当
選
者 

★
1
月
号
当
選
者 

クロスワードパズル当選者発表!! 景品の商品券は後日郵送致します。
おめでとうございます。

★応募先：〒0８８－３2１１ 弟子屈町中央３－７－１2　ＪＡ摩周湖管理課プレゼントクイズ係

（出題）ニコリ

Ａ～Fの二重ワクの文字を順に並べて出
来た言葉が答えです。正解者の中から抽
選で５名の方に商品券引換券をプレゼン
ト。どしどしご応募ください。

（締め切りは２月20日です。）

★応募方法
折込の応募ハガキ（官製ハガキも
可）に答えと住所、氏名、電話番号と
「ActiveJA」に対するご意見やイラス
ト、その他どんなことでも結構ですので、
お便りを添えて郵送かFAX（４８２－
３１９６）でご応募下さい。尚、Ａコー
プレジの後ろに応募箱を設置しておりま
すのでお買い物の際にご利用ください。

タテのカギ
❶成長すると鶏になります

❸太陽が東から昇る時分

❻車の方向指示器のこと

❽�事故などを現場に居合わ
せて直接見ること

��工業──。──社会。─
─政党

�地震、雷、火事、──

��真ちゅうやステンレス、
はんだなどのこと

��雑巾を用意して年度末の
──をした

�版画を刷るときに使います

�旧暦３月の異称です

ヨコのカギ
❶�ひな人形に供える角張っ
た食べ物

❷守備の反対語
❸サンとゴの間
❹�兵庫県の郷土料理。地元
では卵焼きとも呼ばれます
❺�Ａ、Ｂ、Ｃ……と数えて
11番目

❼走ると切れることも
❾京の着倒れ、大阪の──
��白井義男は日本人初のボ
クシング世界──です

�骨と骨とをつなぎます
��白米を量るときに使う単
位の一つ

�父や母の姉妹です
�──して得取れ

　アクティブＪＡ編集委員会では、読者の皆様からの情報をお待ちし
ています。ご意見や身近なできごと、イラストなどどんなことでも結
構です。何でも書いて送ってネ！
　引換の際は二階事務所管理課まで引換券をご持参ください。

※商品券引換券は
　郵送となります。

あくてぃブー通信商品券が
 当たる！

沢
山
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
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イラストを掲載させて頂きました皆様方のご住所・お電話番号
は、個人情報保護の観点から削除し、お名前は希望者のみ掲載
させて頂きましたので、ご了承下さるようお願い申し上げます

お寄せいただきましたご質問やご意見は、各担当部署にて検討・対応させていただきます。

暖かくて
良いですよね♪

あまり気負い過ぎずに
自分の頑張りを信じて下さい！

ご不便おかけいたしますが
ご理解の程よろしくお願い致します！

毎年油断したころに
どっとふりますからね（笑）

今年もまた農協のご利用
宜しくお願い致します！

寒さや暑さには
かないませんね

正月が終わってみんなが
帰ると急に寂しいですよね

釧路市内はほんとに雪が
無くてびっくりしました！

意外と気負わなくても
何とかなりますよ♪

健康に過ごせるのが
１番ですね！

冬は過酷すぎて何年経っても
好きになれません（笑）

いきなりその温度差は
厳しいですね…

福を呼び込めると
よいですね♪

年末年始はつい飲み
過ぎてしまいますね…

終わった後も
拾いやすいですね（笑）

中東情勢が曇ってて
さらに高くなりそう…

可愛すぎて鬼役でも
投げられないですね（笑）

１月は地震が多くて
ひやひやしました！

牛は寒さに強いから
いいですね（笑）

豆だけ食べるのも
飽きますからねぇ～（笑）
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読 者 コーナーの
の月今 たくさんのイラストなど、ご応募ありがとう。

また送ってください。写真・コメント等を募集中！
ちょっとしたアイディアも書いてくれると嬉しいな♪

健康で楽しい１年に
なると良いですね！

仔牛可愛いですよね、
愛くるしい♪

私にはサンタさんは
きませんでした…

頑張れる範囲で
頑張りましょう！

ご理解のほどよろしく
お願いします！

沢山休むはずが遊び過ぎて
逆につかれました（笑）

温暖化とはいえ冬は
寒いですよね（笑）

昼間から幸せですね♪

平和に穏やかに１年が
過ぎてほしいです！

農業祭等よろしく
お願いします！

ひた走る姿に胸を熱く
されますよね！ 羨ましいお正月です！ ここまでなんとなく

暖かかった分寒くなりそうですね
風邪をひきやすいので
特に気を付けます（笑）

どうしても時期の問題
等がありますからねぇ…

今年は区間記録
ラッシュとなりましたね

飼育スペースと餌とで
大変そうですよね

いつもご利用
ありがとうございます！

東京オリンピック効果で景気が
良くなると良いですけどね！

おっという間に令和元年が
終わりましたねぇ
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読 者 コーナーの
の月今 たくさんのイラストなど、ご応募ありがとう。

また送ってください。写真・コメント等を募集中！
ちょっとしたアイディアも書いてくれると嬉しいな♪

あけまして
おめでとうございます！
今年も沢山のご応募

よろしくお願い致します！

エゾシカなんて
絶滅してしまえと
思います（笑）

凄く楽しそうな
１年で

羨ましいです♪

今回はあたりが
多いので期待大！

少々高くても
道産が良いですね！

今年も沢山
ご利用お願い
致します！

あっというまに
１月が終わり、

今年もすぐ終わりそう…

年々雪が少なく
なってて苦労して
いますね…

時間が経って
慣れるしかない
ですね…

どうせならもっと
暖かくなって
ほしいです（笑）

１富士、２鷹、３ナスビ！
可愛いイラストでありがとうございます♪



17

日 月 火 水 木 金 土
定休日 おからの日 カレーの日 生寿司の日 コロッケの日 キンピラの日 唐揚げの日

10 11 12 13 14 15

独自セール 日替り得の市 木曜得市 つきなか総力祭
16 17 18 19 20 21 22

定休日 日替り得の市 水曜・木曜得の市 週末感謝祭
23 24 25 26 27 28 29

定休日 ダイナマイト２Days 水曜・木曜得の市 肉の日セール

Aコープてしかがセール情報　（２月）

チラシのない日も、目玉品他店頭発表しておりますので、是非ご来店ください。

※�2020年１月〜４月の毎週日曜日は定休日となっております。 皆様にはご不便をお掛けしますがご理解
の程、宜しくお願いいたします。また、営業時間が午前９時30分〜午後７時までとなっております。ご利
用される際にはお間違えないようお気を付けください。皆様のたくさんのご利用、お待ちしております。

編
集
雑
記　依然として寒く厳しい冬が

続いてはいますが、着実に春
へと進んでいる弟子屈に、一
足早く「春の大展示会」がや
って来ました！
　摩周湖農協三階大集会室に
て電化製品や衣料品、家具な
ど様々なものが展示販売され
ます。

春に向けたお買い物を
是非この機会に！

Aコープてしかが

春の
大展示会

３月６日金
　　７日土
開催だブー！

　

中
学
３
年
生
の
時
に
受
験
勉
強
そ
っ
ち
の

け
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
熱
中
し
ま
し
た
。
高

校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
部
活
が
忙
し
く
で
き

ず
、
就
職
し
て
か
ら
も
資
金
繰
り
が
厳
し
く

で
き
ず
、
と
い
う
の
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
の
冬
、
と
う
と
う
板
と
ウ
ェ
ア

を
新
調
し
、
再
開
し
ま
し
た
（
資
金
繰
り
は

依
然
厳
し
い
）。

　

そ
ん
な
今
年
の
冬
は
前
代
未
聞
の
圧
倒
的

小
雪
。
我
が
故
郷
阿
寒
の
ス
キ
ー
場
も
雪
不

足
、
ち
ょ
っ
と
車
を
走
ら
せ
阿
寒
湖
畔
へ
出

向
い
て
も
雪
不
足
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ

た
で
す
。

　

弟
子
屈
町
出
身
で
は
な
い
私
は
、
ビ
ラ
オ

ス
キ
ー
場
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
も
う
滑
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
ネ
ッ

ト
で
ど
ん
な
ス
キ
ー
場
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

「
好
き
な
ゲ
レ
ン
デ
だ
っ
た
の
で
閉
鎖
は
さ

み
し
い
」、「
町
民
ス
キ
ー
場
と
い
う
レ
ベ
ル

は
超
え
て
き
て
い
る
」
等
、
私
が
想
像
し
て

い
た
よ
り
も
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス

キ
ー
ブ
ー
ム
も
過
ぎ
去
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
は
競
技
人
口
が
ま
た
復
調
気

味
に
あ
る
そ
う
で
す
。
弟
子
屈
は
交
通
の
便

が
悪
い
で
す
が
、
温
泉
も
あ
る
し
ゲ
レ
ン
デ

か
ら
の
眺
め
も
良
い
は
ず
な
の
で
、
再
開
し

て
く
れ
な
い
か
な
～
と
願
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
【
再
開
し
た
ら
週
３
で

通
い
た
い
菊
池
で
し
た
。】
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